20120205　1部礼拝

罪赦された感激 (ルカ7:36-50)
　あるパリサイ人の一人がイエスさまのことを少し気にかけて、食事のために自分の家に招くことになりました。それはイエスさまのことを心から尊敬してそうしたわけではありません。何かもう少し探りたいなという気持ちがあってそうしたのではないかと思います。そのうわさを聞いて、イエスさまがパリサイ人の家の食卓についておられたときに、ある女性一人がイエスさまの後ろに来て涙をこぼし、その涙がイエスさまの足に落ち、涙でイエスさまの足を洗っていました。それで、イスラエルはサンダルを履いて砂漠を歩くのでいつも外から家に入ったときには足元が汚くて汚れています。だいたい、誰でも自分の家に入ったときには、まず足を洗うための水を出すというのが普通のマナーでした。でも、このパリサイ人はそういうことをまったくしていません。この女性は涙でそうしようと初めから思っていたのかはわかりませんが、とにかく、イエスさまのそばに立っていたら涙がこぼれて、イエスさまの足を濡らすようになりました。それがたぶん、申し訳なかったと思い、自分の髪の毛で足をぬぐいました。それから、最初から持ってきた香油が入っている石膏の壺を持っていて、そこから香油を髪の毛で拭ってイエスさまの足に1滴ではなく、注いで全部塗りました。香油はただの香水とは違います。女性が自分の一生の中で一番大事な結婚のために小さいときから少しずつためて集めるものです。女性にとっては宝物であり、いのちのようなものです。それを全部イエスさまの足にそそぎました。たぶん、家全体に香油の匂いでいっぱいになったでしょう。そんなとき、それを見ていたパリサイ人が心の中で思いました。もしイエスさまが本当に言われているとおり、預言者、メシヤであれば、自分を触っているこの女がどんな女性なのかよくわかっているはずだ。「もうやめなさい」と止めさせるはずなのに何もせずにじっと受け入れているではないか。言われている通りの預言者、メシヤではないのではないか。やはり違うのではと思っていました。そのとき、イエスさまはその心の中で考えていることをご存知の上でパリサイ人に言いました。「シモン、あなたに聞きたいことがある。二人の人が金が無くてある金貸しに金を借りました。一人は500デナリ。もう一人は50デナリ。500デナリと50デナリの差は金額としてものすごい差です。でも、大切なことは二人ともこれを返す力がありません。返すことができなかったときに、金貸しが彼らを憐れんで二人ともそれをチャラにして許されたとしましょう。どっちが金貸しに対して余計に感謝してありがたく思い、金貸しのことを愛して大事にするでしょうか。シモンが答えました。「それは余計に許してもらった、余計にチャラにしてもらった500デナリの方が当たり前にもっと感謝して愛するようになるのではないでしょうか」と答えました。すると、イエスさまが「あなたの言っていることは正しい。今、この女性を見なさい。あなたが思っているようなことではなく、あなたにとってはまったく理解できないでしょうが、女の人は自分の多くの罪を赦してもらったので、その感謝のあまりにこのように愛を表していることなのです。あなたは私が入ったときに水もくれない、くちづけなどもしていない、何もしていなかった。それは言葉を変えるとどうなるのでしょう。あなたは赦されたということが何かわかっていないし、また赦される必要も感じてないし、罪の赦しが何なのかもわかっていないでしょう。それと無縁なものなので、そういうことをしていないでしょう。わたしを愛することがないでしょう。この女の人はわたしによって自分の罪が赦されたということがわかっているので、その感激のあまりこのようにしていたのだ。あなたが思っているとおりになった」それでその女の人に言いました。「あなたの罪はもう赦されている。安心していきなさい」それを見ていた周りの人は「この人は罪を赦すことは神様しかできないことなのにいったい誰なのだろう」誰も本当のイエスさまのことがよくわかっていないということでしょう。この女性はたぶん、その町のだれもが知っている罪深い女の人です。パリサイ人は見た途端に「ああ、あの人」とすぐわかったくらいです。どのような罪だったのかはよくわかりません。いろいろな説がありますが、たぶん、売春をしながら生計を立てていた、あるいは町のあらゆる男性を誘惑し汚れたことをしていたなどの説があります。とにかく、町の人々の誰もが知っていて誰が見ても「なにあれ」と思うことをずっとやってきた人に違いありません。確かに罪深い女であるに違いありません。でも、問題はそこにあるわけではありません。この女の人はイエスと出会って、その深い多くの罪を赦していただいたので、その感謝にあふれて抑えられないほどの感激と感謝になっていました。そしてイエスさまは「本当に赦されたのであれば罪がどういうもので、どれほど恐ろしいもので、その罪が赦された、罪を赦してもらったのが本当であればこのようにするのが当然で当たり前ではないか」とおっしゃっています。それが、今日、お読みしました聖書に書いてあるお話の内容です。つまり、女性の行動をまったく理解できないパリサイ人、言葉を変えると罪赦されるということの祝福、感激が何かまったくわかっていません。それをまた言葉を変えると、その罪を赦される主人公であり、目の前にいらっしゃるイエスさまがどういう方なのかまったくわかっていないので、そのような見方しかできないのです。理解できないのです。皆さんも、ときどき、そのように考えるときがないでしょうか。あるいは、周りからそのように言われたり、思われたりすることはないでしょうか。皆さんが、日曜日に勉強をしなければいけない、遊びに行かなければいけない、やることがいっぱいあるのに、日曜日にわざわざ教会に行き、時間といろいろなものを犠牲にしながら礼拝をささげることを周りの人が理解できるでしょうか。残念なのは教会に通っている人の中でも快く参加できるようにならない。「なぜ、こうしなければいけないのか」と思う場合があります。それはなぜでしょうか。罪の赦しが何なのかその感謝と感激があれば当たり前に喜び進んでやるものです。でも、そうでない場合はどんなに理解させようとしても理解してもらえません。その違いです。

　今日の聖書のお話をとおして、神様が礼拝をささげている私たちにまず語る第1のメッセージは私たちの罪が大きいか小さいかなどは実は問題ではないということです。この女性は人から見ると確かに他の人と比べたときに罪深いと言わざるをえないことをやらかしていたし、そのような人生を歩んできたに違いありません。でも、聖書は私たちに語っています。それにもかかわらず、罪が大きいか大変なのか、小さいかちっぽけなのかなどは実は問題ではありません。この世の基準、道徳の規準などから見ると、それは大きい、小さいがあるでしょう。大きい罪を別に小さいよと言いたいわけではありません。その世の中にある基準、あるいは律法の基準、倫理や道徳の基準から見たときにいろいろな大きさなどがあるかもしれません。それでそれによって世の中は判断します。一番典型的なケースが裁判です。社会のルールを破った人の罪がどれほど大きくて重いものなのかを判断するのです。それで、懲役5年、ある人は懲役10年、ある人は終身刑、国によっては死刑になります。それはそれほど罪が大きい、重いということでしょう。確かにそういうことがあるかもしれません。それによって一人一人個人的にも、裁判所まで行く罪でなくても皆、様々な罪を犯して人生を生きるのですから、自分が犯してきた罪に対してどういう意識を持っているのでしょうか。ある人はその罪に捕らわれて人生一生その罪の重荷を背負って歩く人もいます。ある人は他の人と比べたときにそんなに大きな悪いことをしたことがないので、それほど悪い者ではない、安全だと思って暮らす場合もあります。このパリサイ人のように。聖書が私たちに言いたいのは世の中でどのような基準で、どのような判断、裁きをしているのか、それは世の中の話であって神の前では罪が大きいか小さいかは問題ではない、テーマではないということです。この女性はその基準から見たときには罪深くてどうしようもない女性でした。でも、それは問題ではないと今日、聖書は私たちに言いたいのです。

それから、皆さんもご存知でありますが、罪が大きい小さいは確かにありますけれども、本当はどんなに小さい罪でもその深い根っこの方を掘り下げていきますと皆同じ霊的な問題を抱えて、それによって生まれるものではないでしょうか。だから、霊的な基準から見たときには大きい小さいと、勝手に簡単に言えるようなものではないのです。それはさておき、とにかくだれが見ていてもわかるような罪深い人生を送って歩いていました。

この聖書は私たちに言っています。罪の大小、罪が大きいか小さいかなどは問題ではない。本当の問題は、本当のテーマはその罪が赦されたのかどうかがテーマです。これが2番目のメッセージです。これが聖書が私たちに言いたいことです。皆さんは何がテーマでしょう。人を見るときにどのような目で見ているのでしょうか。また、皆さんが自分自身のことを見るときにもどのような目で見ていらっしゃるのでしょうか。何が基準でしょうか。何がテーマなのでしょうか。うっかりすると私たちは神様の恵みをいただいているにもかかわらず、パリサイ人のような感覚をもって違う方向に走る可能性があります。神様が望まれるのは、今までどのような罪を犯し、どれほどその罪が深く大きいものなのかなどは見ていらっしゃいません。この女性のように罪赦された感謝から新しい人生を始めること、スタートすることが私たち人間に望まれることです。裁判所では社会を維持するためにしかたなく懲役5年、2年、6か月とかいう差で罪の大きさを裁いて判断しているかもしれません。でも、クリスチャンの私たちはその次元をはるかに超えていないといけません。罪の大きさは問題ではありません。別に大きな罪を犯しても構わない、という意味ではありません。とにかく、テーマは、ポイントは罪が大きいか小さいかではありません。本当は大きいか小さいかも、全部人間が決めたものではないでしょうか。問題は、テーマはそれではありません。その大きい罪でも小さい罪でもどんな罪でも、その罪が赦されたのかどうかがテーマです。人生最大のテーマです。そちらの方にポイントを移さないといけません。罪というものは実は小さいか大きいかに関係なくそれは絶対に神様にとって赦すことができない、赦すことが不可能な問題です。罪と言うのはそんなに簡単なものではありません。だから、大きさによってそれが軽くなったり、重くなったりする性質のものではありません。どんなに小さい罪でも神の前で必ず裁かれ、必ずその罪によって裁かれて滅びるようになります。罪はそういうものです。神様は正義の神様、聖なる聖い神様なので私たちが考えたときには小さいと思われる罪でも、ときにはそれは罪だとも思っていないことでも、罪に当たるものには神様は必ず裁くようにならざるをえません。神は聖い聖なる正義の神様なのです。

そして、私たちの方から自分でどんなに小さい罪でもその罪を自ら解決することができない、解決不可能なものです。それを覚えていてください。私たち、今まで生まれながら学校の教育や社会の様々な教育、いろいろ言われている価値観などによって、罪に対してパリサイ人のような感覚を持って、身に染みています。でも、聖書は「それはそうではないよ」と言います。大きい罪でも小さい罪でも、それは私たちの基準であって、どんなに小さい罪でも神の前では神様ご自身がお許しできないものです。神は罪をほっておくことができない正義の神様です。どんなに小さいものでも私たちは罪人なので自分自ら罪をどうにかする、解決することは不可能です。聖書はそのことをこのようなたとえを使って語っています。「もし、ひょうの斑点が洗うことによって消えるのであれば、罪も清められるだろう」と。黒人の皮膚は黒いです。別にそれが罪という意味ではありません。聖書には、黒人の肌は黒いけれど、ものすごく良い洗剤で、最近、発明された洗剤でものすごく一晩中洗ったとしても黒いものが白くなるでしょうか。もし、黒人の肌が白くなるのであれば罪も赦されるかもしれません。それはどういう意味でしょうか。罪と言うもはどんな罪でも絶対に赦されないし、絶対に解決できず、その結果、私たちが見たときには大きい小さい、いろいろあるでしょうが、どんなに小さい罪でも必ず裁かれて、裁かれたあと滅びるしかありません。罪はそのように恐ろしいものです。結局、裁かれ滅びるしかありません。聖書には書いてあります。へブルの手紙9章27節には人間には一度死ぬことと、死後には裁きを受けることが定まっていて、裁かれたあとは永遠の滅びの地獄に行くしかありません。大きな罪を犯した者は大きな地獄、小さな罪を犯した者は小さな地獄、そんなのはありません。地獄です。滅びることです。どんな罪でも。でも、そんなに恐ろしいものなのに私たちはそれに対してどうすることもできません。神様も裁くしかできません。そういうものです・それで永遠の滅びに行く前に、この世の中を生きていくときにも罪の重い荷物を背負ってアップアップして生きるしかありません。それが私たちが抱えている問題です。それで多くの人が人生疲れるしかないし、幸せになりたいという思いを持って一生懸命頑張っても幸せは見当たらないし、手に入らない、虚しさだけが残る人生を歩くしかありません。皆が幸せになりたいと思うでしょう。家族の中にひびが入って崩壊していくし、人間関係が壊れていくし、病名もわからない病にかかって肉体的にも苦しむようになるし、心に平安などはまったく経験したことのない、それが脳に影響して精神的に様々なトラブルやダメージを受け、希望を失っているまま、欲に従って人生を走るしかない、そのような人生を送るしかないのです。今、頑張っているときはよくわかりません。でも、それが通じないものだと、罪というものはそれほど人生を押さえつける重いものなのです。それが通じないということがわかったときにはダウンして起き上がる気力も失うような経験をするようになるのではないでしょうか。皆、一生懸命頑張れば、お金さえあれば、時間が経てばよくなるだろう、より良い人生が待っているだろうという風にだれが言ったのかわかりませんが、そのような催眠にほとんどの人がかかっていて、検証もしないままそれを全部受け入れています。でも、そのとおり一生懸命頑張ってみました。それにもかかわらずバベル塔が崩れるかのような最期を迎えることによってクエスチョンマークが残って、いったい人生とは何だろうかと思っても手遅れなのです。皆、だまされています。本当に一生懸命頑張れば良い人生、成功ある人生になれるのでしょうか。罪はそれを許しません。皆さんが頭の中で描いている何かのプランがあるかもしれません。そのとおりに行けばそれが手に入るかもしれません。でも、幸せはそこにはありません。なぜでしょうか。それが罪の恐ろしさです。それが罪です。問題は罪が大きいか小さいかではなくて、大きくても小さくても滅びるしかないし、裁かれるしかないし、罪の重荷を背負ってアップアップしながら歩くしかないものです。私たちにはこの罪を赦されることができない、恐ろしい罪の力に捕らわれて生きており、最後を迎えるときには永遠の滅びに行くしかないのです。世の中に起きる様々な問題の一番根底を見ると結局は罪の力なのです。誰もこれを取り除くことはできません。「罪から来る報酬は死です」とあるように、死の力に全人類が捕らわれ、ちっとも動けない状態ではないでしょうか。この罪の力に捕らわれてどうすることもできない私たちのことを愛して、神様がこの罪を赦すために動き出しました。神様以外に罪を赦すことはできないのに、神様が勝手に「許しますよ」とはできません。それで、神様は罪を赦すために、罪を赦される道を備えられました。それが罪のない神の御子イエス・キリストです。その方が私たちの罪の代わりに罪を背負って、身代わりとなられました。神様は罪を必ず裁かれないといけないので、イエスが代わりに背負って、そのイエスの方に神様が裁きを与えられることによって、私たちが罪赦される方法を与えられました。ですから、罪が赦される唯一の道は他には何もありません。罪が赦されない限りは滅びるしかありません。罪の重荷を背負って生きるしかありません。希望はまったくありません。罪赦される道はキリスト、聖書の言葉で言いますと贖いによる救い以外には方法はありません。贖いと言うのは罪のない方が私の罪を持って身代わりとなって、代わりに罪に対して罰せられることによって私が逃れる方法を贖いと言います。どんなにもがいても、どんなに頑張っても罪は赦されません。宗教改革を始められたルターと言う人が罪を抱え、神父さんなのに罪の赦しの秘密がわかっていなかったので、自分が抱えている罪ゆえに良心が押さえつけられ、耐えられないまま死ぬ思いでした。ある日、どこかの教会の礼拝堂へ行く途中に石の階段がありました。この階段を膝で昇って苦しみを味わいつつ血が流されれば少し軽くなるかなと思い、それほど切羽詰っていたので膝で階段を昇ると、膝から血が出てものすごく痛かったでしょう。そのように膝にけがをして血を流し、苦しみを味わうからと言って罪が赦されるのでしょうか。罪はそういうものではありません。絶対に不可能です。神様の恵みによってそのときにルターが何かがよぎって気づきました。こうするからといって罪が赦されるはずがないだろう。「義人は信仰によって生きる」という神のみことばがよぎりました。「こんなことではだめだからイエス・キリストが私の代わりとなって十字架で血を流されて、私の代わりに苦しめられ、私の代わりに裁かれ、私の代わりに罰せられ、私の代わりにお墓の中に葬られ、それで私が助かって、私が裁きから逃れられるようになるものではないのか。なぜこんな愚かなことをしているのか」とはたと気づいて、そのときから宗教改革が始まりました。罪赦される道は一つしかありません。一番最初から、アダムとエバが罪を犯したそのときから罪赦される道として女の子孫、メシヤ、キリストが送られて、私たちの身代わりにかかとに噛みつかれ血を流すことによって私たちの罪が赦されると最初から約束されて実現し成就されました。罪が赦されるかどうかがテーマです。その罪が赦される道は唯一、キリストしかありません。贖いの犠牲のいけにえによって赦されること以外にはありません。わつぃたちの方にはどこを見ても何をしてもそこには答えがありません。罪赦される道、贖いの犠牲のいけにえ、身代わりとして代わりに死んでくださる、代わりに裁かれるメシヤ、キリストという意味です。

今日はそのことを聖書すべてが語っていますが代表的に語っているところを一緒に見たいと思います。イザヤ53章4節から6節です。「まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みをになった。だが、私たちは思った。彼は罰せられ、神に打たれ、苦しめられたのだと。しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。私たちはみな、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちのすべての咎を彼に負わせた」私たちのすべての罪が赦されない限りは希望はありません。罪の重荷を背負って人生を歩くしかありません。他にこの罪をどうにかする方法はありません。神様が彼に、キリストに、メシヤに、罪のない神の御子に私たちの罪を全部、背負わせました。見ていてください。私たちの罪を全部背負わせたとあります。罪が全部こちら側に行ってしまったので、神はこちらの罪の方にさばきを与えられ、キリストが代わりに死なれるようになります。今、この女の人が涙をこぼして髪の毛で御足をぬぐっていた、このイエスがキリストです。この女性は目の前にいらっしゃるイエスさまが罪赦される、罪深い人生を送っていた自分が赦される唯一の道、キリスト、そのキリストがこのイエスさまだとわかっていました。そして、そのイエスを信じることによって、この罪が赦されたということがわかっていました。どのような罪を犯して、どんな人生を歩いてきたのかはテーマではありません。罪が赦されたのかどうかの問題です。罪赦される道はキリストしかありません。「世界中でこのキリストの他には私たちが救われる名としてどのような名も与えられていません」ローマの手紙3章23節から25節を見ましょう。「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです。神は、キリスト・イエスを、その血による、また信仰による、なだめの供え物として、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現わすためです。というのは、今までに犯されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです」と。最後にへブルの手紙10章11節から14節です。「また、すべて祭司は毎日立って礼拝の務めをなし、同じいけにえをくり返しささげますが、それらは決して罪を除き去ることができません。しかし、キリストは、罪のために一つの永遠のいけにえをささげて後、神の右の座に着き、それからは、その敵がご自分の足台となるのを待っておられるのです。キリストは聖なるものとされる人々を、一つのささげ物によって、永遠に全うされたのです。」キリストをあがないの犠牲のいけにえ、罪のない神の御子が私たちの罪を代わりに背負って、身代わりとなって罰せられること、それ以外には罪赦される方法はありません。言葉を変えますとそれによってどんな罪でも赦されることになっています。キリストが罪赦される唯一の道です。そのキリストがイエスです。イエスは周りの人はまだまだわかっていない、パリサイ人もイエスを目の前にしているのにわかっていません。イエスは罪を赦される唯一の方、イエスはキリストですということがわかっていない、今まで罪深いと軽蔑され、後ろ指差されていた遊女の生活していたのかどうかわかりませんが、周りから罪深い女といじめられていたこの女性は、イエスが罪赦される唯一の道キリストであるということがわかったのです。
そうすると、誰でもこのイエスを罪赦される救い主キリストとして信じる者は罪赦されるのです。信じる者はその人の罪は東から西が遠いのと同じように、罪は投げ捨てられもう2度と記憶もしないと言われています。誰でもイエスを信じる者はどのような罪でも、自分が知らない罪、これから犯す罪も、そして、もっと大切なのはその罪が問題ではなく、その罪を掘り探っていくとどうしようもない根本的な霊的な問題を抱えています。その根本から全部堀下げて、すべて赦されるようになります。誰でもこのイエスの御名を呼ぶ者は救われます。イエスはキリストだから。このキリストであられるイエスが来られたので、罪が大きいか小さいか、どのような人生を送ってきたのかは問題ではありません。このイエスを信じるか信じないか、このイエスがキリストなのかどうかがわかって、このイエスを信じて受け入れるかどうかがテーマです。このキリストとして来られたイエスを信じる者は罪赦されます。そこがポイントです。今まで罪深い女とよばれていたかどうかはまったく関係ありません。この女性はイエスによって、そのイエスがキリストだったので、イエスを信じることによって彼女のすべての罪が赦されました。キリスト以外には道はありません。ですから、その500デナリの人がチャラにしてもらったように、実際の中身の内容はそれと比べることはできないものでしょうが、この女性はパリサイ人は理解できない、その罪赦された、赦してもらったその感謝とその感激のあまりにこのような行動をとったのです。だから、罪が赦されることが何かわかっていない人は彼女の行動は理解できません。指をさすのです。教会の中でも、本当にこの抑えきれない感謝があって、それをもって神様に何かをささげる、献身しようと、それを現そうとしていたときに、その感謝と感激のない周りの信徒、クリスチャンが見て、「おいおい。やめなさい。何をしているのか」という悲しいこともしばしばあります。ものすごく合理的で、ものすごく計算的で、もすごく賢く思うのでしょうが、実はかわいそうなのです。罪が何かわかっていない、罪の恐ろしさがわかっていない、その罪の赦しの感謝と感激を経験したことがないという裏返しなのです。彼女はパリサイ人の目から見たときに、普通のこの罪の赦しの感謝の世界がわかっていない常識人が見たときにはおかしな行動です。それが罪赦された人の特権でもあるし、特徴でもあります。
最後のイエス様のメッセージです。本当に罪と罪赦されることが、このような神様の恵みであれば、罪赦される人は必ず感謝と感激を持つようになります。罪赦された感激は本当の新しい真の人生の始まりであり土台です。つまり、罪赦された感謝と感激、この女性から見受けられる感謝と感激、周りから見ると、知らない人から見ると理解できない、抑えきれない感激と涙がないと、真の新しい人生はスタートできません。教会に今日ことは幸いですが通っていたとしても、神のみことばを聞いていたとしても本物の新しい人生のスタートはここからです。クリスチャンの信仰生活はそんなに難しくてややこしいことではありません。なぜ私たちがそれほど頭の中が複雑で、信仰生活がややこしくて、雲の中を歩いているような、何かすっきりとハレルヤにならないのでしょうか。ここがなのです。あるいはこれを忘れているのです。ここがスタートです。レムナントのみなさん。小さいときからお父さん、お母さんに連れられて教会に通うようになり、「まぁそういうものかな」と思うかもしれません。もちろん、神様が皆さんにも恵みを与えられます。でもスタートは自分が人の基準から見たときに大きな罪か、小さな罪か関係なく、本当に罪が何なのかわかって赦してもらわないといけないものなのに方法がない。神の愛によってキリストが身代わりとなって罪赦された感謝と感激をぜひ味わって感謝し続けていただきたいと思います。それがスタートです。それが土台です。それなしにその上に訓練やいろいろな理論を積みあげていきますと、ある日途中で全部崩れていきます。それから、クリスチャンの信仰生活、また主に対しての愛の表現、献身などは無理やり強制的に引っ張って行うとか、本来そういうものではありません。この女性は「やりなさい」と言われてやったわけではありません。心から自分でもやりたくてやりたくてしょうがないのです。たぶん、石膏の壺が1個しかなかったでしょう。たぶん、2個あれば2個全部注いだでしょう。なぜでしょうか。理屈ではありません。罪赦された感謝と感激があるので、それに引っ張られていくのです。それが私たちの人生です。文句もない、理由もない、ややこしいものも何もありません。罪赦されたことをあまりにも軽く扱っているのではないでしょうか。今日、もし皆さんが罪赦されたのであれば、彼女のようにこのような感謝と感激が私たちの心を占めていないといけません。それによって皆さんが動かされるようにならないといけません。理屈ではありません。これがクリスチャンのスタートです。たぶん、ほとんどの皆さんの葛藤やいろいろな問題はここがあいまいになっているか、抜けているか、ないか、あるいは忘れているかが理由ではないでしょうか。そうすると、余計にぐじゃぐじゃになって答えがなかなか見つかりません。ここからスタートしてください。罪赦された感謝と感激、これがクリスチャンの始まりであり、新しい真の意味ある人生の始まりであり土台です。そこには抑えきれない涙があります。そこにはすべてのことに優先する。感謝があります。いろいろなことがあるでしょう。それらが出しゃばる前に全部片づけて、まず大優先に罪赦されました。この感謝です。彼女はいろいろなことを言われ、これから生活もしていかなければなりません。だから、知らない人から見ると、まったく計算のない、頭のおかしい人間に思われるかもしれません。でも彼女はそのようなことを考える余裕がありません。感謝で、感謝で、とりあえずまず感謝なのです。そういう人がおろかに見えるのでしょうか。それはパリサイ人的な見方です。そちらの方がかわいそうです。逆にそんなパリサイ人が女の人を見て「かわいそうだな」と思い、本当は今はあの女の人に「何をやらかしているのか」という見方だったのです。そして、ぜひ、覚えてください。計算をはるかに超えた献身、それが罪赦された感謝、感激から当たり前に生まれるものです。これはどのようなものなのかというと、絶対的なものなので、周りが他の人がどうするか機嫌を見ながら、察知しながら、計算しながら「あっちにこれくらいか」というものではありません。絶対的です。周りがやるかやらないか、関係ありません。感謝で、感謝でたまらず「神様、愛します。ささげます。どうしたらよいでしょうか」という気持です。それで主観的で、客観的でありません。周りがみな理解できるから、私もこれをやるということではありません。今、彼女は周りの視線がどうなのかまったく気にしていません。それは周りに合わせることができないアホのような意味ではありません。それほど罪赦された感謝と感激がこの女性の心を捕えているのです。それが感謝と感激です。ぜひ、イエスさまを救い主として信じたのでしょうか。心に受け入れたのでしょうか。そのイエスさまがキリストで、私たちの罪を赦される方です。だから、皆さんがイエスを受け入れたのであれば小さいか大きいか関係なくすべての罪が赦されました。もしかして、イエスを信じていなかったら罪はそのまま、どうなってしまったでしょうか。その罪が赦されました。その感謝と感激を回復しないといけません。
　自分の話をして申し訳ありませんが、私はものすごくさまよっていました。ある日、寝る前に枕を抱えて、祈りが何かも知らないで、とにかく罪を一つ一つ言えばよいと思いました。私は罪だらけ、過ちだらけの人間だったので、とりあえず細かいものはさておき、大きいものから一つ一つ言いました。ただ、それが罪だという意識はあまりありませんでした。そのうち、それが大きな本物の罪になって、イエス・キリストの尊い血潮によって全部清められ赦されたということがわかるようになったときに、涙をこらえきれず、その感謝と感激を自分でどうすることもできない、「神様、この汚い、この罪深い者のためにイエスが十字架で血を流され、血潮によって清められたとはどういうことでしょうか。感謝します。」それで、何のいさおも、なんの力も、何の才能もない、今までの人生を見ると何の資格もないもなのに、「どうか神様。残りの生涯、神に預けます。神にささげます。何のいさおも、どこか使うところもないでしょうがもしあれば使ってください。」それでここまで来ました。私が罪赦されたその感激、でもそのときは福音の本質がまだわかっていませんでした。後々、キリストと霊的な秘密、福音のお話がわかったときに、私が許され感激していた罪どころか、もう創世記3章のものすごいどうしようもない霊的な問題、それまでが許されていること、自分が気づいていない罪までも全部が赦されたという、赦しの大きさによってより衝撃を受けて、感謝の人生以外には何もないのです。それでもまた忘れたりしますが、それが当たり前ではないでしょうか。それで「神様。私には今何も収入がありません。早く自分で稼ぐようになって献金したいです」と誰かに献金を出せと言われたことはないのに、したいけれど持っていないので。一番、最初に給料をもらったときに、教育伝道師のとき、「神様。これ本当にほんの少しなのですが、とりあえず全部ささげます。」十分の一ではなくてささげました。わずかなものだったのですが、誰かに教えられたことではありません。捧げたくて、何か愛を表現したいのですがどうすることもできない。たぶん、彼女はそんな心境だったのではないでしょうか。これがクリスチャンです。イエスが皆さんの罪のために十字架で血を流されて罪を赦されました。それで十分です。その感謝と感激からスタートしないといけません。それで、そのときまではものすごく歌謡曲が好きだった者が、そのときは歌謡曲に耳を傾ける余裕がありませんでした。1日ずっと口の中で讃美歌がありました。何か賛美をしたくて。賛美の内容が全部自分の告白のように見えてきました。だから、教会の近くのクリーニング屋のおじさんが誰かに何か言ったようです。「あの人はおかしい。いつも何かを歌っている」と。自分はそれが精いっぱいの表現の仕方でした。罪赦されたその感謝と感激は誰にも止められません。そして、理解してもらえるものではありません。自分のものです。計算しないでください。

　昨日、柳先生がオールインという言葉を使いました。こういう話ではないでしょうか。ぜひ、皆さんの過去に絶対に捕らわれないように。それから、罪赦された確信を持って、その感激を回復しましょう。そうすると私たちは父なる神様にダイレクトに大胆に見上げることができる確信が与えられ、そして、無理やりではなく、聖霊の感動による献身の人生を決断しましょう。

〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。イエス・キリストが私の罪のために十字架で死なれ、罪赦されていることを感謝します。イエスがキリストであるがゆえに私たちの罪がすべて清められ聖くなっていることを感謝します。この女の人のように私たちにもその感謝と感激を回復し、あふれんばかりの喜びを持って主に残りの生涯をささげることができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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